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       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

1 釜石支部主要企業訪問   

2 月 4 日に釜石鉱山株式会社様を訪問しました。 
 

 
【安全衛生活動】 
 作業前ミーティング、月例
の安全パトロール、３ヶ月ご
との課ごとの懇談会と様々な
安全活動を実施しています。 
 目標を定めて安全衛生活動
を実施し、その達成状況の確
認を行っています。 
 課ごとで行った内容は、安全衛生委員会でとりまとめら
れ社内全体にフィードバックしています。 

【転落・墜落防止対策】 

 ２Ｍ以下の高さであっても
労働者の転落や、飛び降り等
により捻挫、骨折等の危険が
あります。 

出荷を行うプラットフォー
ムの高さは２Ｍ以下ですが、 
トラックの停車場所は開閉式
となっている手すりを設置し
てあります。 

  

【積雪対策】 

 工場のある地区は積雪が多
く、駐車場の除雪に力を入れて
います。大雪等の場合は、従業
員を早期に帰宅させる等の通勤
時の安全対策も講じています。 

【階段のつまづき防止対策】 

 階段の最後の段を勘違いし
て踏み外した、つまづいたと
いう他社で発生した災害事例
を元に自社の災害防止対策に
つなげています。 

 階段からプラットフォームへ
の段差に注意を促すステッカ
ー、一段目を表す階段の塗装を
することで危険の見える化をし
ています。 

【働き方改革】 

・労働時間の適正管理 

 残業の申請漏れがあると、自動で
アラート表示されます。実際の残業
の内容も把握し、業務の効率化につ
なげることにより残業時間の短縮に
つなげています。 

・育児介護、パワハラ防止対策 

 「ハラスメントは許しません」社
⾧方針を宣言するとともに、従業員
へのハラスメント防止教育を実施し
ています。 

 男性社員への育児休暇の周知も力
を入れており、２名の男性社員が６
ヶ月間の育児休暇を取得した実績が
あります。 

２ 労働災害発生状況  

【1 月届出の災害事例】 
 介護施設で大柄な入所者を１人で起こす際に、腰部を負傷した。応援職員を呼び複数名で対応する、又
は腰部の負荷の少ない手順で介護を行う必要があったもの。腰痛を引き起こす主な要因は、「無理な姿勢
を維持すること」「無理な姿勢のまま力を込めてしまうこと」です。正しい手順で介護を行うよう、安全
衛生教育を行ってください。 

【令和６年労働災害（１月末現在）】     【令和７年労働災害（1 月末現在）】   
８８件（前年同７７件）                    ３件（前年同期３件）  

死亡災害 1 件（同 0 件）           死亡災害 ０件（同０件） 

令和７年 

3月 

岩手労働局のホームページに掲載しています。                       令和７年 2 月 2５日発行 
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４ 育児・介護休業法が改正されます。 

※ 就業規則の改定を行った場合は、労働基準監督署への届出が必要です。 


